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１．航空事故調査の経過

１．１　航空事故の概要

昭和４９年４月２９日愛媛航空協会所属萩原式Ｈ‐２３Ｃ型ＪＡ２０４３は，松山市中野町重 

信川河川敷内の滑空場を自動車曳航により上昇中，高度約６０メートルで曳航索が切れ，１８０ 

度旋回して出発点に帰る途中，高度約１０メートルから墜落した。同機は大破し，搭乗者２名 

は重傷を負った。

１．２　航空事故調査の概要

昭和４９年４月２９日　現場調査

５月２７日　"

９月６日　原因関係者からの意見聴取

２．認定した事実

２．１　飛行の経過

愛媛航空協会会員は，曳航索（ピアノ線，直径３ミリメートル，長さ３５０メートル）の点検



を終了し自動車による曳航で滑空訓練を開始した。その後，第５回の滑空準備中及び第９回の 

滑空終了後にも曳航索の点検を行った。

第１０回目の滑空は前席にＢが，後席にＡが搭乗した。同機は，西向きに離陸し，上昇中高 

度約６０メートルに到達したとき曳航索が自動車側から約５メートルのところで切れた。同機 

は，索を離脱させたのち１８０度の右旋回を行った。その後，滑空場の北側を滑空場と平行に東 

に約３００～４００メートル直線滑空した。同機は，第３旋回地点付近で，高度約１０メートルか 

ら機体が右に傾き墜落した。時刻は１４時２０分ごろであった。

２．２　航空機の損壊の程度

大破

２．３　乗組員に関する情報

機長　Ａ（４２才）

操縦練習許可書　松第４８‐１　昭和４８年６月９日取得

単独飛行の技能に関する教官の証明　昭和４８年９月２３日

飛行経験回数　約７００回

うち萩原式Ｈ‐２３Ｃ型　５９回

同乗者　Ｂ（１７才）

操縦練習許可書　松第４８‐２０号　昭和４８年９月２０日取得

飛行経験回数　７回

２．４　航空機に関する情報

航空機型式　萩原式Ｈ‐２３Ｃ型

製詹年月日　昭和３６年１２月１６日

航空機製造番号　５３号

耐空証明書番号　第４８‐５‐３号

有効期間　昭和４９年２月１１日から同５０年２月１０日まで

総飛行回数　７，９５３回

総飛行時間　７１４時間０５分

耐空検査合格後の飛行回数　５０回

耐空検査合格後の飛行時間　５時間２０分



事故時の航空機の重量は約３６０キログラム，その重心位置は約３３％ＭＡＣと推定される。

２．５　気象に関する情報

目撃者の口述によると事故当時の気象は西の風２～５メートル／秒程度であった。

事故現場から約１１キロメートル西北西にある松山空港の観測値は次のとおりであった。

１４時　風２６０度の７ノット，視程３０キロメートル，１／８積雲３，０００フィート，気温

１５度Ｃ，露点気温９度Ｃ，高度計規正値２９．９３。

１５時　風２５０度の６ノット，視程３０キロメートル，晴，気温１６度Ｃ，露点気温６度

Ｃ，高度計規正値２９．９３。

２．６　航空機の残がいの状況

機首は西に向いていた。機首前部及びキャビンが破損し，右主翼が破断大破し左主翼が破損

した。また，胴体にねじれが生じた。

３．事実を認定した理由

３．１　解析

機体については，墜落接地以前に直接事故の原因となるような欠陥や故障が存在したことを 

示す証拠は発見できなかった。

当該曳航索は約１７０回使用しているが，当日事故発生前も同協会員により目視による点検が 

行われていた。

ＪＡ２０４３が自動車曳航により上昇中，高度約６０メートル，速度約７５キロメートルに達 

したとき，曳航索が切れたが，同機は同曳航索を離脱させ１８０度の右旋回を行い，その後直線 

滑空を約３００～４００メートル行った。この間に高度は低下し，第３旋回の直前には高度は約１０ 

メートルと推定され，同機は失速速度に近い速度で旋回を行うことにより翼端失速し，きりも 

みに入り低高度のため，回復の余裕がないまま地上に激突したものと推定される。

同機は，索切れ後の１８０度旋回につづいて直線滑空を３００～４００メートル行っており，低高 

度で第３旋回操作をしたのは機長の判断が不適切であったものと考えられる。

機長及び同乗者はともに操縦練習許可書を有しており，かつ，後席の機長は単独飛行の技能 

について教官から証明を受けていた。また，地上には操縦教育証明所有者はいなかった。



４．結論

(1)　機長は，単独飛行の技能について教官から証明を受けていた。

(2)　地上には操縦教育証明所有者はいなかった。

(3)　同機は，所定の耐空証明を有し，かつ，整備されていた。

(4)　高度約６０メートルで索切れが生じた。

(5)　同機は，低高度において第３旋回を実施中に翼端失速し，きりもみに入ったものと推定さ 

れる。

原因

本事故は，ＪＡ２０４３が旋回中に失速しきりもみに入り，低高度のため回復の余裕がないま 

ま地上に激突したものと推定される。


